
・学校運営協議会の開催と、地域との協力連携
・幼保小の連携

・生活科や総合的な学習の時間では、地域のお店や伝統文
化を継承する方々と関わる活動を行ってきている。また、今年
度は２回幼保小の交流会を実施し、５つの園から約７０名の園
児が来校し、1年と交流する機会を設けることができた。

・今年度は、年間３回の学校運営協議会を開催し、１回目と３
回目には、児童会からの報告等を行った。ｺﾐｭﾆﾃｨｰｽｸｰﾙとし
て３年目を迎える次年度は、より一層地域との連携を図ってい
きたい。

・効果測定の結果を活用し、よりよい人間関係を築くことができ
るように工夫している。

・子どもたちへの設問「相手のことを考えて、行動しています」
では、「そう思う」「少しそう思う」の肯定的な回答は90％を超え
ている。友達との関わりの中でさまざまな考え方があることに触
れ、よりよい関係づくりができたと考える。

・年間２回行っている「学校生活についてのアンケート」を今後
も継続し、いじめの未然防止や早期発見、早期対応に努めて
いきたい。

・挨拶や言葉遣い、返事がきちんとできるように様々な場面で
指導している。

・挨拶や言葉遣いでは、９０％の子どもたちが肯定的に捉えて
回答している。毎朝、正門に管理職や教職員が立ち、挨拶を
して児童の様子を見てきている。また、児童会では、１月に挨
拶運動及び募金活動に取り組んでいる。

・全職員で密なる情報交換（報告・連絡・相談の徹底）に努め
ていく。また、子どもたちの日常の様子を見ながら変化に気付
いたときには声をかけるようにしていきたい。

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

・子どもたちがよく挨拶をしてくれる。これからも子どもと関われる大人を地域に増やしていきたい。
・授業を参観させていただいた際、１，２年生子どもたちがとても集中して活動していた。
・支援級や国際教室、専科の授業など、専門的な指導がされていること感じた。
・子どもたち一人一人がGIGA端末を使いこなして学習を進めていることに感心させられた。

【今年度の反省を踏まえて、次年度は以下の点について重点的に取り組む。】

①目標を明確にして、わかる授業、楽しい授業を心がけていく。
②支援教育Coを中心に、個々に支援を必要とするサポート体制の充実と外部機関との連携に努める。
③「あいさつ運動」を今後も推進していく。教職員側からは、肯定的な言葉がけで子どもたちの姿を認めていく。
④保護者や地域との協力体制を図る。また、幼保及び中学との連携もさらに推進していく。

・学校公開、学校評価の実施
・学校だより、学年だより、ホームページ等による
取組の紹介

・昨年度より、「学校だより」「学年だより」「給食だより」「保健だ
より」をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへの掲載のみに切り替え、地域や近隣校へ
は紙媒体で配付している。学校運営協議会の方からは、タイム
リーに更新され素晴らしいとの声をいただいた。

・地域の６町会や近隣の小・中学校へも保護者と同様にﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞから情報を閲覧してもらうように呼びかけていく。

・昨年度との比較では、児童の強い肯定的な回答「そう思う」が
12ポイント下回ってはいるが、「そう思う」「少しそう思う」の固定
的な回答は全体で5ポイントｱｯﾌﾟしている。今後も主体的な取
り組みを目指し、計画的に家庭学習を出していきたい。

・週3～4回程度、学習タイムに国語や算数の基礎基本的な知
識・技能を定着させていきたい。日頃の授業でも子どもたちが
自ら学習計画を立てて、活動を進められるような取り組みを実
践していく。

・自分と違う意見や少数の意見であっても、よさを認め大切に
できるように指導している。

・児童では93％が肯定的な回答している。学習や係活動、委
員会、クラブを通して友達のよさや、さまざまな考え方があるこ
とに触れることができた。授業や学級活動では、友達のよいと
ころを認めたり、意見を大切に扱ってきた成果と考える。

・共生＊共育プログラムの実践や集会、音楽朝会等で他者を
尊重する姿勢を育む心の教育を充実させていきたい。また、
今後も引き続き、子どもたちのよさを見つけ、子ども同士のかか
わりを大切にしていきたい。

・どのような子どもたちでも、居場所があり居心地がよくなるよう
工夫している。

・児童の「学校に行くのが楽しい」の設問では、肯定的な回答
が4ポイント、強い肯定的な回答が14ポイント昨年度より下がっ
てしまった。今後一人一人に合わせた支援の在り方を充実さ
せていきたい。

・支援教育Coを中心とした特別な支援を必要とする児童に対
するサポート体制の充実と外部機関との連携も図っていく。ま
た、個に応じた対応を心がけ、子どもの思いや考えをしっかり
と聞いていきたい。

北　　良介

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策

・よく考え、よく聞き、学び合うことができるように授業の工夫を
している。

・昨年度と比較して児童の強い肯定的な回答「そう思う」が４ポ
イントアップした。分かる楽しい授業を重点項目に掲げ取り組
んできた。また、校内研（国語科）の授業公開や研修会を通し
て、指導の際に大切にする視点を教員間で共有してきた。

・校内研究の国語科を中心に、よく考え、よく聞き、学び合う子
の育成を図り、学校全体で取り組んでいく。また、子どもたちの
自主性を育てていくためにも、子どもたち同士の話し合いの場
や活動の場を大切に考えてく。
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・家で計画を立てて勉強できるように指導したり、課題を提案し
たりしている。

学校番号 学　校　名

○豊かな心を持ち、たくましく生きる児童の育成
【自立】　「進んで学ぶ子」
【共生】　「思いやりのある子」
【創造】　「明るく元気な子」

○学習指導要領に則った指導計画を推進し、個別最適な学びと協働的な学びの実現
○「ひと」「もの」「こと」を大切にしたかかわり合いの充実
○人権を尊重し、安心して楽しく過ごせる学校作り
○開かれた学校作りに努め、地域との交流、幼保小、小中との連携の充実

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組

校　長　名
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「進んで学ぶ子」
よく考、えよく聞き、学び合う子の
育成
・個別最適な学びと、協働的な学
びの実現
・分かる楽しい授業
・基礎基本の定着
・校内研究の充実
・GIGAｽｸｰﾙ構想の推進

「思いやりのある子」
豊かな情操と感性の育成
・かかわり合いの充実
・命、心の教育の充実
・支援教育Coを中心とした特別支
援教育の充実
・ｷｬﾘｱ在り方生き方教育の推進

「明るく元気な子」
人権を尊重し、活気のある学校づ
くり
・全職員での情報共有
・安心して楽しく過ごせる学校作り
・校内環境の整備
・体力づくりの推進

「開かれた学校づくり」
家庭や地域との連携
・学校公開、学校評価の実施
・GIGAや情報配信ｼｽﾃﾑの有効
活用と情報管理
・地域との交流、連携、幼保小、小
中の連携


